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ないからである。
さて、今月は特典資料として、この学年

理科研究について、

（1）学年研究の記録
向山洋一、天野悦子、小方シズエ「学
年研究授業の記録 研究単元 空気を
ちぢめる」調布大塚小 1985  向山
実物資料集 A54-09-01

（2）学習指導案
向山洋一「3 年理科『空気をちぢめ
る』学習指導案」調布大塚小 1985 
向山実物資料集 A54-04-01

（3）授業記録
小方シズエ「理科研究授業記録 3
年 1 組向山学級」調布大塚小 1985 
向山実物資料集 A54-05-01

（4）授業分析
向山洋一「『空気ちぢめる』3 年の
理科研究」調布大塚小 1985 向山
実物資料集 A54-06-01

をお届けする。
解説は、小森栄治氏である。　

なお、本授業の映像（ノーカット版）は、　
『向山洋一映像全集』（第五巻「自由試行」
から生まれた討論型理科授業）に収録され
ている。

こちらも参考にしていただきたい。
https://www.tiotoss.jp/user_data/zensyu.php　

1985 年９月７日発行の「理科研究３年
No.1」に、向山洋一氏は、次のように書い
ている。

１　夏休みが終ったとたん、「そうだ、
理科の研究授業があった」という現実に
ひきもどされた。
今年の夏は、「イッキに駆け抜けた」と
いうのが実感で、夏の間は研究授業のこ
とがすっぽりとぬけ落ちていた。

　　　　　　　　　　　　　　 
向山氏が、「イッキに駆け抜けた」と記

すのも無理はない。1985 年夏、「教育技
術の法則化運動」の代表として向山氏は、

『教室ツーウェイ』誌の創刊準備、全国合
宿・地方合宿の開催、単著の執筆、教育
雑誌の連載、全国縦断の講演会等、多忙
を極めていた。また、NHK の人気番組「ク
イズ面白ゼミナール」の教科書問題出題委
員、進研ゼミ（現ベネッセ）「小学講座」
の責任者等、さまざまな教育企画の中心で
もあった。

もっとも、「すっぽりとぬけ落ちていた」
かどうかは、少々読者サービス？の気がし
ないでもない。向山氏は、9 月 19 日（木）、
担任する調布大塚小学校 3 年 1 組にて、
理科「空気をちぢめる」の研究授業を行う。
骨太の問題提起、大胆かつ緻密に準備さ
れた単元構成、当日の授業の見事さは、と
ても「すっぽりとぬけ落ちていた」とは思え

本資料について

向山洋一氏は、次世代を担う若い先生方のために、20 万点をを超えるさまざまな実物資料を残した。これらの一部を、メ

ルマガ「谷和樹の教育新宝島」の特典資料として、会員限定で公開する。

●向山洋一の教育資料を解説付きＰＤＦ冊子にして毎月一回配信（30 ページ前後）　

●向山洋一の未公開映像・音声を年６回以上配信（不定）
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●向山洋一、天野悦子、小方シズエ『学年研究授業の記録　研究単元 空気をちぢめる』
　調布大塚小 1985 　向山実物資料集 A54-09-01
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●向山洋一『理科研究 3 年』調布大塚小 1985　向山実物資料集 A54-01-01
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●向山洋一「3 年理科『空気をちぢめる』学習指導案」調布大塚小 1985
　向山実物資料集 A54-04-01
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●小方シズエ「理科研究授業記録 3 年 1 組向山学級」調布大塚小 1985　
　向山実物資料集 A54-05-01
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●向山洋一「『空気を縮める』3 年の理科研究」調布大塚小 1985
　向山実物資料集 A54-06-01
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●向山洋一「昭和 60 年度校内研究紀要」調布大塚小 1986  向山実物資料集 A54-06-01
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2．日本の理科教育における自由試行

自由試行のルーツは、1960 年代アメリ
カの理科教育現代化運動である。初等理科
教育カリキュラム ESS の初代委員長ホーキ
ンスが 1965 年に Messing About（さまよ
い歩く、いじくりまわす）と提唱したのが、「自
由試行」と訳された。

ホーキンスは、「教師の指示なしに物をい
じくりまわす自由試行」、「教材や手引きによ
り自分の考えや課題を深化する過程」、「学
級内での議論、教師による科学の世界への
導きの過程」の３つを組み合わせることが
重要としていた。順番は関係ない。

向山氏は研究の過程で東京都立教育研
究所の紀要（73 年 10 月）に自由試行の
実践を見いだした。（「理科研究授業奮戦記
PART Ⅱ」No.13 1984.2.1）
「この『自由試行』ということばにめぐりあっ
て、私はある部分がスッキリした」と奮戦記
に記している。しかし、紀要の実践では自
由試行の次がワークシートになっていること
に対して、次のように批判している。

①自由試行の意味が不明である。た
だやらせっぱなしになっている。自
由試行が次の段階へ連続していな
い。
②討議の過程が抜かされている。こ
れは変だ。三つの段階でセットだっ
たはずである。

当時、初等理科教育では自由試行が広
まっていた。初等理科教育研究会の機関誌

『初等理科教育』84 年 12 月増大号では、
「自由な試行活動の意義」が特集されてい
る。

小森   栄治

解 説

1．調布大塚小4年間の画期的な理科授業

「私は今までに、理科の研究授業をしたこ
とがありません」と「理科研究授業奮戦記」

（1983.2.3）にある。 向山氏は、 高学年
担任が多かったため、それまでの 15 年間
で理科を教えたのは 4 年間しかなかったの
だ。

調布大塚小学校は 1982 年度に 4 教科
の校内研究を行い、その１つが理科だった。
向山氏は 82 年からの４年間で、後世に残
る提案性のある理科授業を次々と行った。

82 年度の３学期には４年「乾電池と豆
電球」で公開授業を行った。

83 年度からの 3 年間、調布大塚小学校
は全校で理科の研究に取り組んだ。向山氏
はその中心となり、1 年「じしゃく」の授業
で、自由試行を取り入れた。

84 年度には２年「水に溶けるもの」、「豆
電球」の研究授業を行った。

85 年度は調布大塚小理科研究最終発表
の年であり、向山氏は３年「空気をちぢめ
る」、「じしゃく」で研究授業を行った。

調布大塚小学校では、学年ごとに単元を
決め全教員が研究授業を行い、ぶ厚い「学
年研究の報告書」を発行していた。当時の
校長、中島芳之氏は 77 年版学習指導要領
理科の作成協力者であった。向山氏が着任
したころ教務主任をしていた坂本茂信氏は、
68 年版学習指導要領理科の作成協力者で
あり、NHK の「理科教室」講師を 12 年
間も勤め、初等理科教育研究会の中心メン
バーであった。調布大塚小は理科授業研究
に最適の場でもあったといえる。
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日本に自由試行を広めた丸本喜一は、巻
頭の論説「自由な試行活動の意義－ 10 年
間の足跡を顧みて－」でホーキンスの自由
試行にはじめて接した当時（71 年）のこと
を次のように書いている。「何という大胆な
提案であり、豊かな発想だろうか」

80 年ごろになると、自由試行が全国に
広まったが、丸本は次のように書いている。

「与える材料をあまり吟味しないで、ただ物
を豊富に与え遊ばせておけば、豊かな発想
が生み出され創造性が養われるように誤解
する人も多かった」

そのような 80 年代に、向山氏は自由試
行と討議を組み合わせ、児童の活動や物の
分析を徹底的に行っていたのだ。

丸本は、自由試行がはい回る経験主義に
なりかねないと危惧し、79 年に自由試行を
自由な試行活動と改めた。

実は、この「自由な試行活動」の名付け
親は樋口雅子氏（当時、明治図書。現在、
学芸みらい社）だ。丸本喜一『ここが理科
指導のポイントだ』（明治図書、1986）の
あとがきに次のようにある。
「そうだ。自由試行としないで、活動の一
種ととらえ『自由な試行活動』といえば、すっ
きりする」 。私は、樋口女史の着想のよさ
に感心した。

3．児童の学習や体験、思考の連続性を
重視

向山氏は、「空気をちぢめる」の単元が、
教科書では空気鉄砲から始まることに疑問
を感じ、小 2「空気をとじこめる」の学習、
体験からの連続を重視し、「空気を縮める」
を第一次にした。

「空気は縮められるだろうか。空気をとじこ
めるものを持ってきて試してごらんなさい」
という発問と指示に対し、１時間目に児童
が持ってきたものはほとんどビニル袋だっ
た。２時間目になると風船が持ち込まれ、
水中での実験が行われた。「子供たちは２
時間、２年生の学習をもとに活動した」と
分析している。３時間目になるとカンなど
片方がふさがっている固いものが持ち込ま
れた。次は「フタをどうするか」でジャガイ
モと注射器が持ち込まれた。ここまで、向
山氏はほとんど口出ししていない。児童の
活動が連続的に変化している。

この段階で向山氏はあえて「ビニル袋・
風船を使っての実験」に限定して話し合い
を仕掛けた。論争後に「ビニル・風船のふ
わふわ・グニャグニャでは結論が出なかっ
た」と区切りをつけ、注射器を使った活動
へつなげている。児童が注射器を押すだけ
でなく、引っ張ることに興味を持ったことに
着目し、教材の必然性を見いだしている。
その注射器を引っ張る活動から、先端に空
気があるかないかで論争する中で、水を入
れて実験したグループから、「水はのびな
い、水はちぢまない」の発見につながって
いく。

見事としかいいようがない。児童の活動、
試行の連続を重視しながら、学習指導要領
で目指している、空気の弾性、水の非弾性
を児童が見いだしているのだ。

現在、理科教育では、探究、アーギュメ
ントがさかんに言われている。向山氏の「空
気をちぢめる」では、児童の自由試行によ
る探究、見いだした事実に基づく討論（アー
ギュメント）が連続的に組み合わされて、
単元のねらいを達成している。まさに今日
的な授業である。
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